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研究ノー ト 子どもの住空間における家具のデザイン・ 1
近年ますます少子化が進み、子どもに拘わるプロダク
ト製品や子どもを取りまく環境に対する関心が高ま って
きている 。それに伴い、子ども用にデザインされたものが、
多く出回るようになってきた。 しかしそれらは、大入用の
ものを単にサイズを小さくしただけのものや、デザイン
がキャラクタ一任せになっているものが多く見受けられ
る 。そういったものが溢れる状況のなか、本来感性に大き
な影響を与える子ども時代にこそ、より多くの良いデザ
イ ンに触れさせ、創造性のある空間を提供すべきである
と考える 。
そこでまず、空間を構成する要素として、家具に着目し
た。子どものための家具は、単に機能を満たすだ、けで、なく、
遊びの要素が加えられたものであっ て、積極的に子ども
に遊びを促すデザインであるべきだと考える 。1999年に
そのようなことを踏まえて、多目的に使用できるスツー
ルをデザインし制作した。形状から＂T chair”（写真1 ） と題
し、 I脚でも機能するが、複数で使用することによって形
態や機能の変化が提案できるものとした。基本的な着座
姿勢は、縦置きでスツールとして使用する。 このときの座
面高は315mm。対象を幼稚園児としているため、やや高
めである。その補助として、足乗せを設けた。この椅子は、
置方によって様々な座り方ができる 。 もうひとつの方法
が横置きで、このときの座面高が、 165mm。 こうしたとき
に、縦置きのものをテーブルとして見立てることができ
る 。 さらに2脚組み合わせることによって、用途は限定し
ないが、形態の面白さが生まれる。半円形が組み合うよう
に配置すれば、円形の穴が生まれ、子どもに遊びを誘発さ
せる 。組み合わせ方はこの限りではなく、様々に考えられ
る 。 さらにこの椅子の特徴として、材料の有効利用がある。
l枚の板から無駄なく部品を切り取り、それらを組み合わ
せて成り立っている。切り代を無視すれば、305× 610 ×
15mmの板からl脚できる計算である。
この椅子を実験を兼ねて、自宅でふたりの子どもに使
用させた。被験者は、ちょうど5歳と3歳の幼稚園児である。
その結果、いくつかの改良点が浮かび、今回発表する椅子
に反映させた。
今回”T chair＇’をベースに新たにデザインしたものは、
やはり形状からHπchair”と 名付けた。
"T chair”のときに問題になった点は、まず3本脚である
こと 。3本脚でも椅子として成立するが、対象が幼稚園児
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"T-chair＂の場合、材質をペルポツクの集成材としたため
に生じた問題があった。l枚の板から無駄なく使用して椅
子を組み立てるというコンセプトのため、集成材は繊維
方向が存在し、そのため足乗せが破損しやすくなってし
まった。
以上のことを改善し、＂T-chair”の魅力はそのまま受け
継ぎ、デザインをより洗練されたものに改め、"π－chair＂を
制作した。
使用する材料は増えるが、4本脚に し安定を求めた。1脚
あたり 300 × 770 × 15mmの板を使用する。材質は繊維方
向に影響しないシナ共芯合板を使用。端面の表情が造形
に大きく影響するため、端面の美しい共芯合板を使用し
た。構造的にも 、 ほぞ組みに耐える材料である。さらに、相
欠き接ぎを2本の脚にわたり施したため、より強固な構造
になり、ハードな使用にも耐えるものとな っ た。仕上げは、
材料のテクスチャーを生かすため、天然塗料のクリアー
を拭き塗りした。勿論、紙めても人体に害のないものであ
る。
以上のことから，"re chair”は家庭での使用は元より、幼
稚園や保育園にも対応するものとなった。
πcha If 
200ﾗ300ﾗ305mm 
シナ共芯合板 天然塗料ク リアー塗装
ということで安定感に欠けるという結論がでた。さらに 写真l T-cha1r 
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